
　

おやこであそぼう
～　絵本と、わらべうたの時間　～

2016年 6月15日

☆絵本・紙芝居
＊福音館書店＊

あめかな！・・・作・絵：U.G.サトー
おさんぽ おさんぽ・・・作・絵：ひろのさかこ

かさ・・・作：松田正子／絵：原田治
かさ かしてあげる・・・作・絵：こいでやすこ
コッコさんとあめふり・・・作・絵：片山健
こっちん とてん・・・作・絵：片山健

どろんこ どろんこ！・・・作：わたなべしげお／絵：おおともやすお
はっぱのおうち・・・作：征矢清／絵：林明子

まめ・・・作・絵：平山和子
＊その他の出版社＊

あめ ぽぽぽ（くもん出版）作：ひがしなおこ／絵：きうちたつろう
おまめちゃん（偕成社）作・絵：ひろかわさえこ
どろんこ！どろんこ！（講談社）作・絵：村上康成
あめぽったん（アリス館）作・絵：ひろかわさえこ

☆紙芝居
　　　＊童心社＊
　　　おまめくんぱちぱちー・・・作・絵：とよたかずひこ
　　　はい、タッチ・・・作・絵：とよたかずひこ
　　　ぽんぽこぽん・・・作：矢代貴司／絵：ひろかわさえこ
　
☆わらべた・童謡

　♫こっちの　たんぽ（わらべうた）　　　　　　　　♫あめのなかから　　　　　　　
　　　こっちの　たんぽ　たんぽや　　　　　　　　　　　　　あめんなかから
　　　こっちの　たんぽ　たんぽや　　　　　　　　　　　　　きんたさんと　ぎんたさんが
　　　おつむ　てんてんや～　　　　　　　　　　　　　　　　めえるよ　　　　　　　　　　　　　　
　　　かっくり　かっくり　ばあー　　　　　　　　　　　　　ばぁ～～



　♫ゆりかごの唄　　　　　　　　　　
　　　　

　　　　　　ゆりかごのうたを　　　　　　　　　　
　　　　　　カナリヤが　うたうよ　　　 ゆりかごの上に　　　　　　
　　　　　　ねんねこ　ねんねこ　　　　 びわのみが　ゆれるよ
　　　　　　ねんねこよ　　　　　　　　 ねんねこ　ねんねこ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ねんねこよ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　
　　　　　　　　　　　ゆりかごの　つなを　　　　　　　　ゆりかごの　ゆめに
　　　　　　　　　　　木ねずみが　ゆするよ　　　　　　　きいろい月が　かかるよ
　　　　　　　　　　　ねんねこ　ねんねこ　　　　　　　　ねんねこ　ねんねこ
　　　　　　　　　　　ねんねこよ　　　　　　　　　　　　ねんねこよ

　　　　　　　　　　　

☆こころとからだのおはなし（４月のお話　旧約聖書「創世記６章～７章」）
　　旧約聖書の創世記６章は「ノアの箱舟」という物語で知られている箇所です。
　　読んでみると、かみさまは、箱舟の大きさまで指定していて、今の単位にすると、
　長さ137m、幅23m、高さ13.7mほどで、貨物列車の車両522台分ほどになるそうです。
　　ノアは、かみさまの言葉に従い、箱舟に自分の家族、そして家畜、様々な動物達をつがいで　
　乗せ、他に食料や飲み水も積み込んだようです。ノアは、かみさまの好意に触れ、かみさまが
　命じられたとおりに仕事を果たします。
　　熊本地震の折りには、飼っている犬や猫のため、避難場所の中に入らず、外で動物達と過ごし
　ている家族の映像は、まだ記憶に新しいところです。
　　おかあさんは、なんと言っても、自分より子どもの命を一番に考え、安全な場所に置き、
　守るでしょう。『守られる』ことによって、子どもは自分自身の、そして他の生きものの命を　
　『守る』ことの大切さを感じながら、成長していくのでしょう。わかってもらえるまでには、
　かなりの時間がかかりますが・・・
　　決して、穏やかな日ばかりではありません。嵐があったかと思えば、風がなく、思う方向に
　進めない時もあるでしょう。風と波を読みながら、お子さんが安心して乗っていられる舟に
　なってみてください。でも、絶対に無理は禁物です。時には、近くの人にSOS信号も発信して、
　よいのですよ！

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　次回は7月20日です　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　お問い合わせ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　クリスト・ロア修道会
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　℡０４２（４６５）８６２０


